
平成26年度

学校名 実施回数 述べ参加人数

開始年度

1,571名

・「自学自習室」を定期的に実施することで、生徒が自ら課題を持参し、自
主的に学習する姿勢が多くみられた。また、３年生は部活動を引退して受験
体制に入ると、毎回参加する生徒も多く見られた。
・自学自習支援ソフトがあるため、多くの教材を用意することが可能とな
り、生徒が主体的に課題に取り組み、分からない箇所があれば質問しやすい
環境づくりを行うことができた。
・学習支援アドバイザーの確保が課題である。また、行事やクラブ活動との
兼ね合いで、放課後支援の予定を立てることが難しい。

１５８回 1,341名
平成25年度

16回
19回
18回
41回

平成27年度

平成28年度門真市魅力ある教育づくり審議会

実施回数 述べ参加人数

１６０回

27年度

事業目標

事業名

必要性

全国学力・学習状況調査の生徒質問紙において、「家で，自分で計画を立
てて勉強をしていますか」の項目における肯定的割合が低く、学習習慣が身
についていない状況があるため、学校での積極的な学習機会や学習環境を整
備し、家庭学習支援を推進することが必要と考える。

学生及び退職教職員、地域や市民等、生徒の学力向上に寄与できる者を学
習支援アドバイザーとして配置し、来室する生徒に対して学習機会を提供す
る。また、問題作成ソフトを活用し、自学自習のための教材を作成すること
で、学習習慣の定着と学力の向上を図る。

事
業
の
内
容

放課後に自習室を開設し、学生やボランティア等の協力を得ながら、生徒
に学習機会の場を提供し、学習習慣の定着と学力の向上を図る。

対　　象
中学校在籍の生徒

平成20年度

（誰・何を）

事業目的
｢地域の子どもは地域で育てる｣意識の醸成や、学ぶ意欲がある子ども達に

対して、教科学習を中心とした放課後の学習機会を提供し、学力の向上だけ
でなく、地域の教育力の向上を図るため。

手　　段

113
36
108
755

194

2,814名

27年度

事業成果概要

１３４回

担当課名 学校教育課「まなび舎Youth」事業

第四中学校

事業概要
中学校において、放課後に自習室を開設し、学生や地域ボランティア等の

協力を得ながら生徒に学習機会の場を提供することで、学習習慣の定着と学
力の向上を図る。

第五中学校
第七中学校

第二中学校
第三中学校

365

門真はすはな中学校

24回
16回
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